第2節 学制頒布以後の教育
１　近代教育の創始

(1) 泊小学の開校

学制の頒布

　明治5年8月、政府は太政官布告の形で学制をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はんぷ),頒布)した。その理として、

　「人々自ら其身を立て、其産を治め、其業を昌にして其生を遂るゆえんのものは他なし、身を修め智を開き才芸を長ずるによるなり。而て其身を修め智を開き才芸を長ずるは学にあらざれば能はず。」
と説き、さらに、

　　「之に依て、今般文部省に於て学制を定め、追々教則をも改正し布告に及ぶべきにつき、自今以後……必ず邑に不学の戸なく、家に不学の人なからしめん事を期す。人の父兄たるもの宜しく此意を体認し、其愛育の情を厚くし、其子弟をして必ず従事せしめざるべからむものなり。」

と続けている。

　本県では、これを管内に布達するとともに、大要次のようなEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そえがき),添書)を発して関心をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うなが),促)そうとした。

　　今般別紙ノ通仰出サレ候学制ノ義ハ、不日御布令ニ相成リ候ヘドモ、全国大中小学校五万三、七六八ケ所建設ニ相成ルベク候所、当県ニ於テモ四〇〇余ノ小学校建立セザルベカラズ。然ルニ未タ一両ケ所アルノミニテ微々タル事ニ候ヘバ、至急新ニ作興候間、壮年ノ者ハ申スニ及バズ、六歳ヨリ以上ノ子弟男女トモ精々勉励致サセ申スベク候。然ル所莫大ノ費用相掛リ候ニ付、区費或ハ寄付致サセ、止ムヲ得ザルノ不足ハ文部省ヨリ御扶助モ下サレ候御趣意ニ候。因テ成リ丈難義ニ相ナラヌ様トノ深意ヲ以テ、正権両参事初メ官員ヨリ寄附致シ候。各区ニ於テモ朝廷御趣意ヲ体認シ、相応寄附致スベキハ勿論、人口ニ平均シ出金スヘク候。尤モ御規則一定ニ附テハ家塾并ニ手習子屋タリトモ御趣意ニ戻リ候儀ハ一切相成ラス候事
　これを受けて本県では、学事係山辺隼人を県内各地に派遣して、小学校設置の勧誘・指導を行わせた。しかし、民間の活力やボランティアをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(・・),あて)にした話であり、校地や建物を提供してくれる人があってのことであった。また、教師への謝金は子どもの家庭が納める授業料によってEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まかな),賄)うことなどとなっていたから、容易に進まなかった。

　一方、同年9月「小学教則」の布達によって、上下二等の小学を各々八級に分け、下等八級から上等一級までとし、各級の修業期間を6か月、1日5時間1週30時間の課程を定めた。また、11月には「小学校則概表」を発して、教科目及び週教授時数を明らかにするなど、一方的画一的な体制をつくりあげている。

三枝礼二の働き

　こうした中での、泊宿三枝礼二の動きを見てみよう。礼二は早速これに応え、これより先5年10月、次のような小学校建設願を提出した。
伯耆国第五拾壱区河村郡泊宿百弐拾八番屋敷

私儀

　此度御布令ニ相成候皇国一般学問普及致シ候様トノ御趣意をヲ以テ、御当県ニ於テ四百余ノ学校建設被遊候旨難有奉畏候。就テハ兼テ宿志モ有之、片時モ早ク式村始メ近村ノモノヲ相集メ修業為致、依之所持、邸宅別紙図面ノ通リ寄付仕リ、其他入費ノ儀ハ追テ規則一定相成候迄ハ取換置申度、猶費用為御手伝金拾円差出申度奉存候。何卒至急御見分ノ上、速ニ御建設相成、可然教師御差向被為下候ハヽ、難有仕合ニ奉存候。此段奉願候。以上。
明治五年壬申十月廿三日

三　枝　礼　二

関鳥取県参事　殿
河野鳥取県権参事　殿

（朱書）

書面の趣、奇特ノ事ニ付、願之通聞届候事

壬申十月廿七日

鳥取県権参事　　河　野　　通
　文中の「兼テ宿志モ有之、片時モ早ク……」は、彼が地域の教育に対し既に期するところがあったこと、「入費ノ儀ハ追テ御規則一定相成候迄ハ……」と先を見越した深い配慮のあることがわかる。

　さらに礼二は、早速に教師の御差向を願いEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すみやか),速)に開校にこぎつけたいと、次の願書を呈上している。
伯耆国第五拾壱区河村郡泊宿百弐拾八番屋敷

三　枝　礼　二

私儀

　　先般邸宅差上ケ、小学校建設奉願候所、速ニ御聞届被仰付難有奉畏候。造作等相整候ニ付、教師御差向、来ル廿九日開校被仰付度、此段奉願候。以上。

明治五年壬申十一月廿五日

三　枝　礼　二

河野鳥取県権参事　殿

　　（朱書）

　書面聞届候條、申立之件可取計事

　　　　　　　　　　　　　　壬申十一月廿七日

鳥取県参事　関　　　義　臣　

　これは、「造作等相整候ニ付」早速教師の御差向を宜しく取り計らってほしいというのである。これにより、学長として士族上田寛、訓導として同じく遠山聳が泊宿に派遣されることになった。泊小学校が11月29日を開校記念日として祝賀して来たのは、こうした記録に基づいてである。
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県下にさきがけた開校

　『鳥取県歴史』によれば、学制が頒布された「当壬申年中文部省ノ許可ヲ得管内ニ建設セシ小学八校」とある。また『県教育史』によれば「以上の学制に準拠して本県では明治5年（1872）早くも修徳小学（寺町慶安寺）、遷喬小学（本町町御用場）、循誘小学（藪片原）、日新小学（浄宗寺）、進良小学（玄忠寺）、愛日小学（湯所天徳寺）外二校が開設された」とある。なお、同書には因幡部のみの学校一覧（明治10年調）があり、5年創立のものを拾うと、11月2日に遷喬、循誘、進良、3日に修徳、7日に愛日（湯所）、17日に日新、行徳小学（行徳）が挙がっている。また、明治16年調「公立小学校一覧表」によれば5年に開校したのは、鳥取市で修徳、遷喬・循誘・日新（川外大工町）、進良（新品治町）、愛日の6校と、河村郡泊、日野郡多里のみである。いずれにしても県教育史の調査には不正確さが残る。加えて鳥取市内で一、二の早い開学の修立（もと修徳）、遷喬の二校の開校記念日は12月に入ってからである。そうであれば泊校が、県下で最も古い開校の可能性もあるわけである。このEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あた),辺)りについては、個々にわたり実証する余地はあるが、いずれにしても泊小学校は県下一、二をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きそ),競)う歴史を持つことがわかる。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちな),因)みに中部地区では、倉吉成徳小の前身開蒙学校が翌6年2月で泊小学に次ぐ。
　このように泊小学の創立が鳥取県内のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(・・・・),さきがけ)であったとはどうしてであろうか。これは泊が古くからの駅であり、宿となり、舟番所も置かれるという水陸の交通の要地であって、東西の文化的刺激を受けることが多かったこと、三枝礼二という地域の指導者が、自らの体験を通し教育の必要且つ重要さを痛感し、私財を投じていち早い開校に動いたことによると思われる。本村が県下に誇れる快事といわなければならない。

　三枝礼二が寄付した校地は、現灘郷神社付近とされ、明治8年7月泊宿三ノ屋敷旧藩舟番所跡に移るまで3年間であった。校舎は平屋造坪数41坪、1教室である。明治7年2月の『河村郡内小学校所有品高帳』では、泊小学の「校舎」と「附属地」の概価を「百二十円」「八十円」と記している。校舎については、松崎学校が45円でこれに次ぐ。泊小学の体制づくりが、他と各段に違っていたことを如実に表わしている。
　ともあれ礼二は、これを25円で払下げを受け、修繕を施した上移転した。ここは敷地342坪、うち教場坪数36坪半、3教室であった（児童数は不詳）。同時に学区の変更があり、第一六番中学区第五十三番小学区泊小学となった。

　礼二は、次いで元校舎敷地共を金140円で払下げを受け、これをもって小学校の基本財産とした。すべては礼二の献身的な尽力のお陰である。

　礼二がこれを買戻すに当たっては、次のような資料（県立博物館蔵『谷田亀寿収集文書』）があり、その接渉のようすがわかる。

明治八年十二月尾崎源六宛三枝礼二書状
　　（前略）申上度一件は、泊故学校御存之通僕より寄附之□ニ申上候所、先般入札拂ニ相成候ニ付、其節田中有年殿ニ依賴、学務課へ拂下之儀伺窺候処、何分入札拂触示候跡之儀ニ付、至て気之毒ニハ候得共、致し方無之。乍併入札之上落札主へ談し合貰受候様トノ御談之趣、田中より承り候得共、実ニ不用ニて場所替ニ相成候事ならハ廉価ヲ以頂戴ノ積はつれ候ニ付、買戻ノ事私ハ止メと覚悟仕候得共、親類之者相集、買戻之儀御要談シニ預、当惑仕候事ニ御座候。承しハ御村学校ニ落札百八拾円と田中氏ニ承り候ニ付、先生御働ヲ以買戻之儀難相成ものニ御座候哉、学務課ニ於て買戻之論御座候村なく不都合も有間敷歟、成行御推察被為遣格別之御蔭奉戴度御出家両郡へ厚悃願被遣度伏て奉嘆願候。謹言。
　なお、次の尾崎純一郎の書状もこのことに関わってのものである。

明治八年三月尾崎源六宛尾崎純一郎書状

1、 泊り旧学校之儀、当県士族より所望相成、弐百円なれは條約致し帰り度、先方壱百七拾円迄ハ差出し居候得共、弐百円なればと申居候事ニ御座候。壱百八拾円位ニて條約致し候てハ如何ニ御座候哉、保護人御詰判之上極至急御答可被有候。右御懸念被下度、幸便を以御願御座候。草々。
三月六日

尾　崎　純一郎

尾　崎　源　六様
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開学期の学校職員
　学長上田寛については、当時の職員EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(りれき),履歴)に次のように記されている。

　　仮教授方仮学長兼務　鳥取県士族　上田寛

当四十七歳五ヶ月

　　　　弘化四年ヨリ慶応四年マテ二十二ケ年、当県士族坂田潤蔵ノ家塾并ニ藩学校尚徳館等ニ於テ漢学修業、内安政四年ヨリ一二ケ年

　　　右学校教員ノ列ニアリ

　　　　職員給料　壱ケ月四円三〇銭

　学校開校の大恩人で、学区取締になった三枝礼二も一時泊小学の教師を務めた。

同履歴に、

　　六年四月　泊学校助教　　三枝礼二
　同七年の名簿には

　　四級仮訓練仮学長　鳥取県士族　遠山聳

（明治六年十月今治ヨリ転入）

　　五級仮訓導　　　泊宿国蔵姉　遠藤マツ

　遠藤マツは泊宿の旅篭屋遠藤国蔵の姉で、明治6年5月から12月まで鳥取第三番小学で修業をし、7年1月泊学校の教員になったらしい。

学区取締

　明治六年、初めて学区の規定があり、泊学校は第四大学区第二中学区泊小学と称することになった。この時、三枝礼二は第二中学区取締に任ぜられ、次いで泊宿EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こ),戸)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちょう),長)を兼務するようになった。翌7年3月には、第九大学区取締にもなった（『歴史稿』）。

　学区取締は8年6月西岡公美、田中有年、同9月都田義知とめまぐるしく代った（『沿革史』）。学区取締の制度は12年9月の教育令制定まで続く。
　なおこれより先、明治7年県は「小学校保護人」の制度を発足させ、地域の有力者をこれに申し付けて、設置間もない小学校の維持振興に当たらせた。

学務委員

　学区取締に代わる学務委員の制度は、明治12年に始まった。この制度は昭和22年の教育委員会制度の発足まで続く。ただし町村の場合は同制度の実施が遅れたから、実際には26年まで続いたことになる。

　次は、『沿革史』に記録された村内の学務委員（校長を除く）である。

　　　（記載年月）　　　　　（委　員　名）

明治16・4～18・7　　三枝　礼二　陶山　儀平

　　 20・1　　　　　 津村甚太郎　長　　順蔵　尾嶋千代蔵　中田　清七　中原　健二
　　 26・5　　　　   津村甚太郎　米沢孫三郎　八木元吉
　　 30・3　　　　　 津村甚太郎　米沢孫三郎　八木元吉　陶山　栄吉

大正  7・4　　　　　 三枝　兵蔵　渡辺　幸蔵　長　　信蔵

　　 11・5　　　　　 田中千代松　桜井藤太郎　押村　為一　山本　寿松

昭和 11・4　　　　　 石井　良三　島崎松太郎　渡辺　正治　山本　文平
15　　　　　　　石井　良三　島崎松太郎　渡辺　正治　陶山　百蔵
22　　　　　　　桜井　　清　田中　輝彦　奥田　光好　長　　英治

	遠　山　聳

泊学校の草創期に大きな足跡を残した遠山聳について、渡瀬仲蔵著『談片泊村の昔』は次のように記している。

「遠山聳、本名は正純、悛志堂又淡処と号した。因幡藩士で、初め鳥取市外七反に住んだ。明治五年学制頒布の際、小学校教師となり、同年十一月、泊小学創設に当って招かれて最初の訓導となった。次いで翌六年には同校学長に昇任した。同十一年二月まで五か年間泊村児童教育に当った。此頃維新から日も浅く、地方では学生の進路も開けないで、青年層が空しく志を抱いて農業に従事している者の多いことを知って、児童教育の傍ら、私塾を開いて近郷の学生を教導した。この人、性質大変豪放で物に屈することがなく、冒すことの出来ない威容があった。よく学生を愛撫してなお指導適切であったので、教えを受けた学生は皆向学の志を起したのである。後、橋津小学校長に転任、晩年に北海道に移住してその地で没した。多芸で、書画は最も得意とするところであった。明治初年における泊村教育開拓の功労者として当時広く名を知られた人である。」
　また、『沿革史』には次の記録がある。

　「在校中別ニ私塾ヲ開キ青年篤学ノ者ヲ招キ、学校勤務ノ傍ラ之等ノ書生ヲ教育シ指導シテ大ニ向学心ヲ鼓舞ス。後年ニ至リ藤田松太郎、坂本善蔵、米沢兼蔵、渡瀬仲蔵、米沢庄太郎ナド本村教育者ノ一部ニ加ハリシ人々、皆此ノ塾ヨリ出テシ人ナリ。泊村小学校創立ノ初ニ当リ教育最モ功績ヲ顕ハセシハ此人ナリ。」

　明治十一年二月、学長兼十等訓導遠山聳は河村郡橋津小学校に転任を命ぜられた。彼は同時期、赤碕町以西小学校の初代校長を兼ねていたことになっている。遠隔の両地、資格者の少ないこの時期、学校開校が急務であった以西において、彼への働きかけがあったからと思われる。彼はその後、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くさか),日下)小学校（河北小の前身）などの校長を勤めた。


(2) 創立当時の泊小学

泊小学の創立当時の教育について、『沿革史』は次のように述べている。

　　　「当時教育ノ有様ハ、尚寺子屋教育ノ如ク座シテ机ニ向ヒ、毎一人宛教師ニ就キテ教授セラレ、習字ノ如キハ教師自ラ生徒ノ席ニツキ、一人毎ニ手ヲ採リ書方ヲ授ケ、算術ノ如キハEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(、、),ハシ)ヲ各一人ニツキテ授ケオレリ。読本ノ如キハ多ク寺子教育ノモノヲ用ヒタリシガ、後ニ至リ上等下等ヲ分ケ進級ノ序ヲ立ツニ至リ始メテ現今ノ如キ学校ノ形ヲ造ルニ至レリ」

　文中「寺子屋ノ如ク……」とあるように、小学校といいながらも条件整備が伴わないまま出発しており、後の学校教育と態様を異にしている。しかし、制度が、徐々に整っていくようすを『沿革史』はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つぶさ),具)に述べている。
(3) 園支校、原学校、宇谷学校の開校

園支校

　明治5年9月の学校開設にあたっての県の指導の中に、支校の設置が認められていた。

7年2月に泊小学園支校が設置されている。泊小学には泊宿のほか、筒地、小浜、石脇の4部落の子弟の中から通学した。敷地は272坪、教室坪数は17坪半で2教室があった（『沿革史』）。最初の教員に命ぜられたのは坂本善蔵である。彼は翌8年7月師範学校入学のため辞職するが、この間学校は休校していたから、生徒は本校に通ったものと思われる。卒業の13年7月、彼は泊小学校訓導に任ぜられ、園支校も兼務することになる。明治31年10月、尋常本科正教員を嘱託され、永く本村子弟の教育に当たった。後、日下小学校長を勤めるなど、中部小学校教育界に大きな足跡を残した。
園支校は明治18年1月、本校に統合された。

原学校

　原学校は明治7年1月、藁葺平屋1棟で設置され、翌8年1月には、漆原小学校原分校として統合された。明治12年10月、漆原小学校より分離、泊小学の分校となる。当時、仮訓導試補荒尾透玄が分校の教授に当たった。校舎敷地272坪、うち教場坪数17.5五坪、2教室であった。（『沿革史』）。荒尾と共に分校教師を勤めるようになったのが長仲蔵（後の渡瀬仲蔵）であり、以後泊校に永く勤続する。
　明治14年、荒尾透玄が仮訓導を辞職、代員見つからず、この間、石脇重雄、長石蔵、田中弘齊が相替って勤めたと『沿革史』は記している。16年以降は荒尾仲蔵（改姓、後の渡瀬仲蔵）が1人で教授したと思われる。

	　　　　　　　荒尾透玄

　荒尾透玄は、文政3年鳥取藩士荒尾家に生まれた。わけあって同町天徳寺に入り僧業を修めた。盛業の後、京都の某寺に住す。帰国の後因州鹿野町譲伝寺に移ったが、晩年ここを退いて、河村郡原村の地蔵堂の草庵を宿としていた。時あたかも明治維新の学制の頒布があって、原村は明治7年1月初めて学校を設けた。透玄師は最初の訓導となった。明治14年4月まで7年余教鞭をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(と),執)り、児童教育の功績は永く村民に称せられた。（『談片泊村の昔』より）


宇谷学校
　宇谷学校の開校は明治7年2月とされる。同年10月、乗蓮寺住職徳野義観が「宇谷学校十四等仮訓導試補」を命ぜられている。

　宇谷学校の草創期を物語る次の資料がある。

　　　　　　　　　　　　宇谷学校歎願

　　当村之儀、戸数八十四戸、人員三百九十四人、年中学資金四拾円出納申し、教員徳野義観日給年中廿一円六十銭、其他家賃営繕諸費等取続居候処、右小村之儀に付、宇野学校之合併致候様学区取締中より熟々説諭有之候処、宇谷村之儀、先般学校建設之節、五十一番・五十二番宇野学校之合併被仰付奉畏候処、其際生徒一人も登校不致、尤山路小児歎通候ニ付、区別当村之御建設被仰付候様歎願之上、区別一村学校被仰付、右徳野義観教員被命相勤居候処、其後尚又合併御談に相成候に付、去る二月、教員は在来之通当村へ御建置被下候様歎願書差上候処、同月十五日付を以願之趣、格別に聞届け候事。但、卒業之教員御差向相成候様御指令被仰付奉畏居候処、去六月廿四日教員池田円掟儀御差向相成、日給諸費等年中概算仕候処、凡百円余出金不申ては、取続不相成年々六拾円金不足相立候様奉存候。且是迄授業致し候場所は、徳野義観所持家作に付、借用協議行届不申、今新築致し候儀是迄も入費不少、右に付永世取続候目的無御座候様村方一同難渋之儀申立於保護人も維持方甚困却仕候。折角御差向之教員奉辞候段、恐縮之至に候へ共、池田円掟儀転務被仰付、何卒格別之御協議を以、先教員徳野義観在来之通、御建置被仰付候哉、又は漆原学校枝校原学校之合併被仰付候哉。村中一統同心之上只管奉願候。
以上。

明治九年七月二日

鳥取県第九大区宇谷区

保護人　　　　　八　木　左　平

同　　　　　　　山　本　又　八

戸長　　　　　　浜　崎　重三郎

学区取締　　　　田　中　有　年

区長巡回中代理副区長  　尾　崎　喜惣次

鳥取県参事　　伊集院兼善　殿

（朱書）

　　　書面宇谷学校を漆原学校へ合併之儀聞届候條該村不就学之子弟無之様可致注意事

　　　　但池田円掟儀は追而可及詮議事

　　　　　　　　　　　明治九年七月廿二日

鳥取県参事　　伊集院　兼　善

　この資料は、次の史実を明らかにしている。

1 宇谷村は「小村」故、宇野学校へ合併するよう度々学区取締より申入れを受けていた。

2 学校建設の節、一旦、宇野学校へ合併となったが、「山路」故、生徒は1人も登校しなかった。

3 その後「一村学校」が認められ、徳野義観が教員を勤めていた。9年2月にもそのままと聞届けていただいていた。
4 ところが、新たに教員池田円掟を派遣下さるようになった。本村としては日給諸費等EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まかな),賄)いきれない。また、校地は今までは徳野義観所有であったが、これからはそうはいかない。

5 それ故、従来どおり徳野義観を教員に仰せ付けられ、円掟儀は「転務」仰せ付けられるよう。

6 学校については漆原小学の枝校原学校へ合併願いたい。

という多様な内容を含んでいる。

　結果は、文面にある通り漆原学校への合併を認めるが、不就学の子弟が無いようとの要請を受けている。

　このように、当時の学校建設や子弟の就学は大変な難題であって、住民の協力を得るため、学校保護人等が苦心したことがわかる。

　宇谷学校は、その後明治17年10月、原分校と統合、宇谷村680番地に新築、泊小学校宇谷分校と称するようになった。校舎は瓦葺平屋造1棟24坪1教室であった。職員として準訓導前田真民、同荒尾仲蔵が当たった。

『沿革史』は分校建築に当たって、

　　「各村ノ間ニ紛擾ヲ来シ、感情上ヨリ遂ニ本校基本財産ヲ各村ニ分割シテ各村共有財産トナシ、●ニ至リテ本校基本財産悉ク失フニ至ル。今ニ至ルマデ基本財産ナルモノナシ」
と、明治8年三枝礼二のつくった基本財産をこの時処理したこと、分校建築をめぐって各村の間にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふんじょう),紛擾)を来していたことがわかる。

　宇谷分校は明治18年1月、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(よう),養)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とく),徳)分校と改称、翌年4月改正小学校令により養徳簡易小学校として独立、26年再び泊尋常小学校養徳分教場となるなど、略年表にある変転を見ながら原分校となり、昭和40年本校統合になるまで宇谷・原の子弟（のち低学年のみ）の教育を分担した。

(4) 明治初年の教育内容

　明治6年頃、小学下等生が課業とした教科及びその内容は、ほぼ次のとおりである。（『沿革史』より）

　綴字＝智恵の環一ノ巻　智恵の糸口

　読本＝単語篇一～三　日本国尽一冊　府県名一冊　地方往来一冊　学問ノススメ　内国都市港名寄管内郡村名　啓蒙智恵ノ環　官等表　世界国尽内外海陸里程　日本国尽三冊　世界商売往来　窮理図解　勧善訓蒙三冊　内国史略四冊　万国史略　天変地異　地学事始
　暗誦＝日本国名　都市港名寄　単語篇　三枚高札　府県名　官等表　世界国尽　四種活用方　海陸里程　世界商売往来

　輪講＝読本ノ中

　習字＝楷書・行書・草書とも。手本は仮名　干支　単語　日本国名　府県名　請取証券　千字文

　書取＝読本ノ中

　算術＝数字　命位　加減乗除　四則応用
　明治9年3月、鳥取県管内小学校規則改正があり、下等8級、上等8級の学級編制となったが、教科の上では上等科、下等科を通して綴字、読本、暗誦、輪講、習字、書取、算術等であり、それぞれの教授要項は次のとおりである。（『沿革史』より）
· 下等小学の場合

読物＝五十音濁音半濁音　単語図連語図　小学読本五　地理初歩一　日本地誌略四　日本略史二冊　万国地誌略二冊　万国史略二冊
　　　復読＝読物中より別に時間を与えて復読せしむ。

　　　問答＝読物中若くは地図・博物図等を出して偶日に問答す。

　　　書取＝読物の中の重要なる箇所又は漢字に限り書取を行はしむ。

　　　算術＝数字の読方書方位取り、加負九々・減負九々・乗負九々・除負九々、加法・減法・乗法・除法、度量、分数小数まで。最初は暗算を主とし、珠算は加減乗除迄とし他は筆算によりて教授す。

　　　習字＝習字手本によりて楷書を習はしめ、四級に至りて行書、二級に至りて草書を習はしむ。

　　　体操＝体操式歩法を授く。

· 上等小学の場合

　　読本＝日本文典二冊　日本地理小誌　文法書　日本地理書　輿地誌略　萬国地理書　勧善訓蒙　修身論　校正王代一覧　泰西史鑑　物理楷梯　真政大意　化学訓蒙　博物新編補遺
    輪講＝課中の書を講習せしむ。

　　暗記＝前日の課業書を暗記せしむ。

　　作文＝書翰文　公用文　証券文　記簿法　

　　　算術＝正比例・転比例　連瑣約法　合率比例　按分・逓折・比例　利息算　級数　幾何学　開平法・開立法　累乗法　対数用法

　　　習字＝細字楷書　同行書
　　　罫画＝直線　孤独線　平面　地図其他種々。

　　　体操＝体操式歩法

　明治15年10月、小学校教則、小学校試験規則及び教科用書が定められた。教則において小学校を初等・中等・高等の3科に分け、初等6級、中等6級、高等4級となった。当時の教科及び教授概要は次のとおりである。（『沿革史』より）

· 初等科

修身科＝簡易なる格言・事実につきて児童の徳性を涵養し、作法をも授く。

読方科＝書取をも兼ね、伊呂波五十音、濁音、仮名及び漢字の単語を授く。

作文科＝假名連語より近易なる漢字交り短文、口上書類等を授く。

習字科＝平假名・片仮名、十干十二支、苗字、郡村名、口上書類、日用書類、行草とも。

算術科＝実物加減乗除の算法より珠算とも。四則雑題、貨幣度量衡等授く。

体操科＝遊戯を授く。後に徒手運動を授く。

· 中等科

修身科＝稍高尚なることを加う。新編修身書巻五より十まで授く。
読方科＝漢文の章区より小学中等読本三巻まで授く。

作文科＝假名交り文を兼て日用書類。

習字科＝前期に続きて行書草書を習はしめ、楷書の千字文を授く。

算術科＝高尚なる珠算、乗除より利息算等を授く。

地理科＝世界地理総論　管内地誌　日本地誌略　萬国地誌略

歴史科＝国初より今上天皇に至るまで、古今紀要一より四まで授く。

図画科＝直線、曲線、単形紋画、器具、花葉、家屋等。

博物科＝普通動植鉱物各図につきて授く。

物理科＝物理初歩。物理小学一より三まで。
体操科＝徒手運動及器械運動。
裁縫科＝運針方・裁方・縫方を授く。

· 高等科

修身科＝忠經、孝經。

読方科＝前の続き。

作文科＝前の続き。

習字科＝楷・行・草書を習はしむ。

算術科＝珠算にて均分・百分算・開平開立・求積を授く。

地理科＝地文学大意を授くるため、啓蒙地文学上下を授く。

歴史科＝同前。

図画科＝前学期に続き山水及幾何画法をも授く。
博物科＝動植物略説
化学科＝化学初歩、化学小学一より三まで。
生理学＝生理の大意、緊要の養生法、初学人身窮理一二。
幾何学＝線角面体性質の関係、角面に関する諸問題。
経済＝家事要訓上下　経済要旨上下
裁縫科、体操科とも前の続きを授く。
内、家事経済、裁縫は女子に限り是を授く。
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